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1. はじめに

ポール・エリュアールの散文詩

「ともに過ごした夜々」について

佐藤 巌

1932年の詩集「直接の生J La Vie immediate に収める乙の散文詩について， Cla-

ude Royはエリュアーノレの詩選集 Choixde Poemes (1959)の序文の中でこう述べ

ているIi"詩人の感情のひとつの歴去をほのめかすように思われる「直接の生」のそれら

散文詩は，彼の作品中において真に例外的な性格と特徴をもっ.エリュアールが「存在の

不調和と不在の調和についてj語り， rともに過ごした夜々」の中である秘められた愛の
物語へのひそかな暗示を繰りひろげるのを聴くと，私たちは驚き面くらう.それはエリュ

アールの恋愛詩は概して驚嘆すべきほどに反自叙伝的だからである.dJと.実際，乙乙lζ

日行示されているのは詩人とその最初の妻ガラとの愛の物語であるし， それが破局に立ち至

った時点からの苦悩にみちた回想の詩的造型である. その点 1929年の詩集「愛・詩」

L' Amour laρ56sieゃ， r直接の生」に併せ収めた「あらゆる試練に耐えてJA も0-
Uもe epreuveの特に「宇宙・孤独JL' Univers-Solitudeの部分の一連の詩と，ほほ

以た主題を取り扱っているといえよう.とすれば，詩人とその妻との愛とその破局の詩的

表現を綜合的にとらえて分析する作業を考える場合，われわれが今乙乙で手がけるこの散

文詩に限つての分析は，それ自体ひとつの補助的な資料となるべきものとして位置付けら

れよう.

いまひとつわれわれの追求すべき事柄は，恋愛詩におけるエリュアールの詩法そのもの

である. 乙の作品中に示されたイマージュ技法の考察，また詩人が時折りほのめかす彼自

身の方法論についての言及に関する考察を試みるべきである.小論はしたがってほぼその

二点を中心として展開されるであろう.

2. 愛の歴史

「ぼくが若か「た頃のように，ぼくはきみの弟子なんだと宣言するととがなぜ今もなお

できないのか」①(断章4)はスイスのクラヴァデルのサナトリウムで，当時17才の若き

詩人が女友達ガラに言った言葉の追憶である.愛の出発点において二人の聞には精神的な
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一致があった.詩人の母の反対でやや延期されたが， 1917年にふたりは結婚する. r存在
の不調和と不在の調和とを，不器用ですなおな結合と窮乏の科学とを和解させる」②(同)

ととができるとガラは考えていた。若く未熟な二人の結婚とやりくり生活をほのめかすく

だりである. Iしかしあらゆるものの下に倦怠があったのだJ③(同)と述べ， 乙の倦怠

を盲目の鷲に例えるとき，詩人はすでにはぐくまれつつあったひとつの危機を明らかにする.

ところで彼は今，妻の不在の部屋を訪れるが，それは「またぼくは以前きみを見付けよ

うとして出発したあの時代を，そして不可解な世界や，きみがぼくに提案していた支離滅

裂な理解のしかたを前にしてぼくが盲であり唖であったあの時代を懐しく思うから」④

(断章1)である.二人の初期の精神的一致は，エリュアーノレの，ガラに対する盲従の形

におけるそれであったと，われわれは考えてもよいのであろうか? Iきみの意志をいつ

もきみに背かせるようにぼくに強いていたあのあどけなさに対する責任を，きみは十分に

負わなかったろうか ?J⑤(同)における「あどけなさ」は，若い詩人のそれであったの

か? ガラは彼にものを考える余裕も与えなかった. Iぼくらは見物人の立入りを拒んだ

が，それというのも見世物なんかありはしないからなのだ」⑥(同)の「見世物Uspec-
もacle は夫婦喧嘩 scちne de menageを連想させる.それはなかったのだと彼は言

うが，そとにはただ孤独の領する空虚な舞台があったのだ.そして二人の長い愛の陪史を

通じて，二人を結んでいた伴を，今になって彼は痛感する. Iぼくらがべっべつにたどっ

たあの長い旅の宿場々々で，今lとして判るのだが，ぼくらは本当に一緒だったし，ぼくら

は本当に，ぼくらは，ぼくらだったからである.J⑦(同)

断章5は愛の破局の苦悩にみちた告白である. Iぼくの承認し得なかった年の，本認し

得なかった日が，突然やってきた………しかしその日にはぼくはあまりにも苦しんだ.生

活は，愛は， 自らの定点を喪失してしまっていた.J⑧(断章5)彼はひたすら妻に対し

て忠実であったのに。ガラはサルヴ、ァドーノレ・ダリと恋愛し，エリアールとは別れる.乙

の時詩人は怒りや嫉妬を感じたにちがいないが，断章5の末尾で述べているように，要す

るに愛が貞節に依存するのでなくその逆であるべきだという理解によって，また「あらゆ

る試練に耐えて」中の「宇宙・孤独JのXIX(妻の不貞をほのめかす詩)の「河は水の国

でしか姿を消さない」⑨の 1行が示す女性観(個性的存在たるガラが，超現実的・普遍的

女性という海に流れとみ姿を消す河の運命をたどったものとみなす)によって，彼はとの

事実を受容する.

3. エリュアールの女性観とガラ

「ぼくは自分の愛していない女たちに対して，彼女らの存在はきみの存在に依存してい

るのだと言ってやった.J⑪(断章4)との叙述は，妻のガラが詩人にとって全女性の代
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表者であるととを示している.また「街路で，田園で，百人もの女たちがきみに追い散ら

され，きみは彼女らを結ぷ類似を引き裂き，百人もの女たちはまたきみによって集められ

るが，きみは新たな共通の特徴を与える乙とができないので，彼女らは百もの顔を，きみ

の美しさを妨げる百もの顔を持っているのだJQ)l (断章4)は，エリュアーノレの女性観に

おいては全女性は「類似Jの鮮で結ばれ，彼女らの美しさはガラの美しさをいわば援護し

増強すべきものであるのに，ガラは彼女らをライバノレ視する。といった食い違いが暗示さ

れていると思われる.ガラと別れるとき，エリュアールは全女性と別れを告げるであろう

のに.

詩的想像力の中でとらえられたガラと，現実の彼女との接点は，第2の断章の中に示さ

れている r....・H ・-きみの名前が幻覚を生じさせるようになっていること，それがもうぼ
くの口の端に上るだけであって，もろもろの誘惑を持ったその顔が，すとしずつ，現実IL:，

全体的に，ただひとつ現われ出ている乙とに，ぼくは気付いていなかった.そのとき乙そ

ぼくはきみの方へ振り向くのであった.J⑫そして第3の，愛の讃歌ともいうべき美しい

断章でクローズ・アップされるガラの姿は，愛と詩的想橡力との驚嘆すべき一致から生ま

れている rぼくらが一緒にいると，永遠に離れまいとして一緒にいる度毎IL:，きみの声
は， とだまが夕暮の空を満たすように，きみの瞳を満たすのだ.J⑪詩人は深く感動しな

がら女性美の世界へ下りてゆく.彼はガラそのものの中に女性の本質を見る rきみは死
んだ母石より美しいふたつの石を手に入れるために割られる石のようである」⑪と宝石の

分割と研磨になぞらえつつ，個体の死を乙えてつねにより美しく匙える女性的機能を指示

する詩人は， しかしその言葉をガラ自身に語らせる ζ とにより，彼女の存在を現実のガラ

から解き放ち，理想化する.

「もろもろの季節の刈り束が崩れ落ち，きみは自分の心の底を見せるJ⑬という文章も，

前の段落で着衣をすべて脱ぎ捨てた彼女が，眠るととによって，さらに日常的意識や個性

さえも脱ぎ捨てて，生命の本源としてのその本質を露呈する乙とをほのめかすのではない

だろうか? r衰える炎を利用するのは生命の光であり，砂漠を利用するのは………オア
シスである」⑬においても， r衰える炎」は消えかかる意識 r生命の光」は存在の無意
識的本質， r砂漠」は現実の生活， rオアシス」は超現実を指すと解する乙とができょう.
また「きみの髪は，ぼくたちの隔りを正当化する深淵の中に滑りとむ」⑬のこの深淵も，

意識と無意識，現実と超現実とをへだてるそれにほかなるまい.乙うしてわれわれは，エ

リュアーjレがあくまでも，シュ -Jレレアリストの立場から愛と女性を眺めている乙とを結

論しうるのである.
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4. 詩法について

第6の断章において詩人は自らの詩法について明らかにしている. Iぼくは恐るべき現

実に若干の虚構をあくまでも混入するJ⑪というのはほかならぬ乙の散文詩の制作に関す

る言及であろうし，以下過去形で語られるさまざまの事例は，シュールレアリスムの詩人

としての活動の回顧である。まず最初に示すのはさまざまの(おそらく想像上の)女性た

ちに対する関心が常に在ったことである I人住まぬ家々よ，ぼくはおまえたちの中に，

肥えても痩せてもいなくて・H ・H ・..ある細部のために，有りjGない程も魅力的な女たちを住

まわせた」⑬と彼は告白する.彼の想像力を刺戟し導いた主題として報告されるのは乙の

女性たちだけであるという事実は注目に値しよう.乙のととから見ても彼は生来の恋愛詩

人たる素質を持っていた，とも言えようか.

次に彼は，オブジエの製作に夢中になったこと，もっとも異常なイマージュに慣れ親し

んだことを回顧すると共に いくつかの実例を示す女たちは，彼女らの服のひらい

たバストが太陽を表わしているために，もはや寝たままでしか移動しないのだった」⑬に

おける女性と太陽，街路と寝床との結合など.そして彼は理性を攻撃する. (シュールレ

アリストたちは理性が現実社会において功利主義に そして既成秩序の保持に奉仕してい

ると考えている.それを攻撃するのは 理性をその隷従から解放し真の人間の幸福に役立

てたいためであるo) I威張り返って 無関心という自分の首輪をつけた，蟻の頭ほどの

燈火である理性…・…ooJ@と，イマージュ表現を用いながら彼は理性を罵倒する.

最後に乙の作品の断章2!と見られる若干のイマージュ表現に注目したい. I光はしかし

ながらぼくらの出合いのネガの美しし、映像をぼくに与えたJ@において，個人の識別ので

きない，異様な美しさをもったネガ(陰画)が，恋人同士のめぐり合いにある普遍性を与

えるという事に注目すべきである.それにつづく文章はきわめて難解であるが， Iきみ」

がまず上記のイマージュの中で個性を失っている乙とを手がかりとして理解すべきであろ

う Iぼくはきみを，その多様さだけがあの名前，いつも同じ，きみの名前を正当化して

くれる，いくつかの存在と同一視した.J @ ( IガラJ(Gala)はもともとニックネー

ムであるが，そのいきさつについて筆者は知らない. しかしそれが何を意味していようと，

そのこと自体は乙乙であまり意味がないであろう. )問題は，ガラが前述の非個性化の手

続を経て，多様ないくつもの存在との問に同一性を確立するという乙と，そしてそのこと

を実現させるのはエリュアールの詩的想像力である，という乙とである. Iぼくはそれら，

ぼくが光いっぱいの中できみを変形していたように，ひとが泉の水をコップに汲んでその

形を変えるように，ひとが自分の手をほかの手の中におく乙とによって変形させるように，

ぼくが形を変化させていたそれらの存在に， きみの名前をつけてやりたいと思っていた.J 

@とエリュアールは詳述するが，詩的恕像力が取扱う多くの素材に，ガラの名前を付ける



U
斗，
U
斗

ということであって， ζ 乙にイマージコ技法の秘密が明らかにされているのである.その

よい例は次の文章である.

「大地のもろもろの洞窟の中では，結晶化した若干の植物が外出用のパンプスを探して

いた. J@の洞窟は部屋々々である.結晶化した若干の植物はガラである(とこでエリュ

アーノレの想像力はきわめて自由にはたらいていて，詩的論理による裏付けさえ必要として

いなしつ.それはパンプスを探すことによって正体を暴露されるが，詩人はイマージュ技

法の図解を示そうとしてわざとそうしているのでもあろうか. (そしてとのようなガラの

イマージュと，現実のガラとの接点についてはすでに述べた. 引用⑫参照)

5. 結ひ

以上によって，不十分ながら，エリュアールの恋愛詩について語るとき見過せないこの

重要な散文詩について分析をした.その結果として言える乙とは，まず，自叙伝的性格が

との作品において，他の作品ないし詩集の中におけるよりも著しく顕著であるとはあまり

言えないというととである.本論第2章に述べた程度のことしか，愛の歴史としては，と

らえられなかった. (外部からの伝記的補足がそこでも大きな役割を演じていることを忘

れではならない. )第3章では詩人のシュールレアリストとしての女性観とガラとの関連

が追求されたが，ここでは詩的想像力が描き出すガラと，現実のガラとの接点が示されて

いるととが最も興味があった. しかし乙のガラの二重性は，詩的想像力がさらにガラの存

在の内部へ貫入し，意識と無意識，現実と超現実にまたがるその存在構造を取扱うに及ん

で，結局ある独自な超現実的女性的存在の中に融合するようである.たとえば 1939年の

「メデューズたちJMedieuses Iと見られるような神話的女性は もとをただせば上記の

ような作業の積み重ねから生まれ出たものであるととが判る.けれどもとの散文詩「とも

に過ごした夜々」の中では，そのような神話的超現実的女性は，まだその独立性を獲得し

ていなくて，ガラとの同一性の中にしっかりとつなぎとめられているようだ網第4章では

ともかくイマージュ技法の見地からその問題に再度アプローチを試みた.もし紙数が許せ

ば乙の長い散文詩全体にわたって個々のイマージュを分析し，そζlと含まれる詩的論理を

検出する乙とによってそのイマージュを正当化するという作業を行ないたかったのである

が，それlとは別の機会を見出すべきであろう。けれども大体において， 乙の作品は，いわ

ゆる自動記述による偶然性，怒意性lと富む作品では全くなく，かなり綿密な計算に基づく

ものであるらしいと言える.その乙とはまた，プレイヤード版全集の註に，原稿上の採用

されなかった若干の異文が示されていることからも判る. (自動記述には異文は有り得ず，

削除も訂正もないからである. ) (以上〕
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後記: この原稿は昭和52年11月27日香川大学における日本フランス語フランス文学会中国

四国支部研究発表会での口頭発表原稿をもとに全面的に書き直したものである.

注 (但uvrescomp1訂 eS，I，Ga11imard， 1968を使用. ) 

① Que ne puis -j e encore， comme au もemps de ma jeunesse， me 

dec1arer もon discip1e， 

② ・…conci1ier 1es desaccords de 1a presence eも les }閣官10-

nies de 1 'absence， 

③ Mais， plus bas que七out，il Y avai七 l'ennui

④ .…….υ…...一.car j作e regre叫七七加e 1凶e 七ωem旬ps 0ぬ色 j戸1恰6仇も凶aisp問ar叫もia 七a dec∞ou山1

erもe e七もempsaussi ou j 'e七ais aveug1e e七 mueも devan七 l'ui 

nive工rs incomprehensib1e e七 1e sysも色me d'en七enもe incoheren七

que もume proposais. 

⑤ N'as出S一もtupos suffisam町mm汀r

candeur qu山imゲ'0ぬb1日ig伊ea記1も & 七凶ou吋iリjoursre 七ωouぽrrne工r七es vo1on 七es con 七-

reもoi?

⑥ Nous avons refuse de 1aisser e川 rer1es spectateurs， car i1 

n' y a pas de specもac1e

⑦…… car aux仇 apesde ces longs voyages que nous faisions se-

paremen七 je 1e sais main七enanも nous e七ionsvraimen七 ensemb1e，

nous eもionsvraimenも， nous e七ions，nous 

⑧…... i 1 Y eut soudain 七e1 j our de telle annee que je ne pus 

accep七er.…..mais ce jour -1a j 'ai trop soufferも Lavie， l'am-

our avaienち perdu1eur poinも defixaもion

⑨ Les f1euves ne se perdent qu'au pays de l'eau. 

⑪ J'ai di七 a des femmes que je n'aimais pas que 1eぽ exisもence

dependai七 de1a もienne.

dJl Dans 1es rues， dans 1es campagnes， cen七 femmes so凶 dispersees

par もoi，もudechires la ressemblance qui 1es lie， cen七 femmes

sonも z・eunies par もoi eももune peux leur donner de nouveaux 七r

aiもscommuns e七 e1les on七 cenも visages，cen七 visagesqui もienn

enももabeau七een echec 
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⑫…… je ne m'apercevais pas que七onnom devenaiも i11usoire，

qu' il n' e七aiも p1usque sur ma bouche e七 que，peu a peu， 1e visa-

ge des七en七a七ionsapparaissai七 z・ee1，enもier，seu1. C'es七 a10rs

que je me re七ournaisvesもoi

⑬ Reunis， chaque fois a jamais reunis，もavoix comb1e tes yeux 

comme l'echo comb1e 1e cie1 du soir 

⑪ ・…・・もues comme une pierre que l'on casse pour avoir deux pi-

erres p1us be11es que 1eur mere morもe，-

⑪ Les gerbes des saisons s'ecrou1ent，もumontres 1e fond deもon

O但 ur C'esも 1a1umiちrede 1a vie qui profiもedes f1ammes qui 

s'abaissen七 c'es七 uneoasis qui profi七e du deserも，

⑪……七acheve1ure glisse dans l'abime qui jusもifienoもree1oi-

gnemen七.

⑪ Je m'obs七inea m色1erdes fictions aux redoutab1es rぬ 1i凶 s

⑬ Maisons inhabi凶 es，je vous ai peup1ees de femmes exception-

ne11es， ni grasses， ni maigres， ・・….de femmes p1us seduisanもes

que possib1es， par unde七ail

⑬.一…….一….一...1es fer町mm

rsage ouverも represenもanも 1esolei1. 

QD La raison， 1a 七らもehaute， son carcan d'indiffere∞e， 1an叫l山もern

& 七ら七ede fou工rrπmi，一・・・・

@ La 1umiちrem'a pourtant donne de be11es images des negaもifs

de nos renconもres

@ Je も'aiiden七ifieea des 色もresdont seu1e 1a vari仇 ejusもif-

iai七1enom，もoujours1e mらme，1e七ien，

@ …… donも jevou1ais 1es no即時r，des etres que jeもransform

ais comme je もeもransformais，en p1eine 1umi訂 e，comme on tran-

sforme l'eau d'une source en 1a prenanも dansun verre， comme on 

もransformesa main en 1a meももanも dans une au七re

~ Dans les cavernesもerresもres，des p1a叫 escrisもa11iseesche-

rchaienも 1esdecolleもesde 1a sor七ie

(岡山大学法文学部助教授)


